
報告第１３号 

□□□公益財団法人甲賀創健文化振興事業団の経営状況の報告について

□公益財団法人甲賀創健文化振興事業団の経営状況は別添のとおりであるので、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２項の規定によりこれを報

告する。 

□□□令和５年８月２８日

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□甲賀市長□□岩□永□裕□貴□□ 



経 営 状 況 の 報 告 

・令和４年度事業報告
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・令和５年度事業計画

・令和５年度予算

公益財団法人甲賀創健文化振興事業団 



目 次 

 

○令和４年度事業報告 ・・・・・・・・・  1 ～ 17 

○令和４年度決算   ・・・・・・・・・ 18 ～ 35 

○令和５年度事業計画 ・・・・・・・・・ 36 ～ 42 

○令和５年度予算   ・・・・・・・・・ 43 ～ 54 
 



令和４年度 事業報告 
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◇事業の経緯
１．評議員会

２．理事会

３．管理業務
◎行事関係

◎人権研修関係

◎契約締結等
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◎人員構成
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４．事業関係 

◎公益目的事業 

○文化・スポーツ振興及び健康増進に関する事業（公１） 

① 文化振興に関する事業
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② スポーツ振興に関する事業 
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③ 健康増進に関する事業 
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④ 調査、資料収集 
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◎収益目的事業 

○緑地管理事業及び文化･スポーツ施設の貸与事業（収１） 

①施設貸与事業

②緑地管理事業 

○物品受託販売事業（収２） 

①物品販売 年間
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令和４年度　甲賀市甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター利用者数集計表
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クレイテニスコート
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１．重要な会計方針

（１）会計方針

（２）特定資産の計上基準

  退職給付引当資産については、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を、減

（３）固定資産の減価償却の方法

 貸倒引当金については、健全な債権について同種、同類の債権ごとに、債権の状況に応じ

（４）引当金の計上基準

（５）消費税等の会計処理

　ただし、当事業年度においては、中小企業退職金共済を積み増したことで、法人にて確保すべき金額は、中
小企業退職金共済で充足されている。

　また、退職給付会計の導入に伴う会計基準変更時差異については、平成25年度から令和2年度までの8年間
にわたり、定額法により費用処理し、退職給付費用に計上している。

　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

有形固定資産及び無形固定資産

　建物、車両運搬具及び什器備品（ソフトウェアを含む）の減価償却については、法人税法の規定に基づく旧定
額法または定額法により計算している。

リース資産

リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引及びリース契約１件
あたりのリース料総額が300万円以下のリース取引等少額のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る
方法に準じた会計処理によっている。

退職給付引当金

　職員の退職給付に備えるため、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額のうち、法人にて確保す
べき金額を計上している。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

「公益法人会計基準」（平成20年12月1日　内閣府公益認定等委員会）を採用している。

退職給付引当資産

　期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　ただし、当年度分の要支給額については、中小企業退職金共済を積み増したことで、法人にて確保すべき金
額の内、その一部を中小企業退職金共済で確保している。

　なお、過年度分の要支給額について、十分な積立には至っていなかったことから、資金繰りの可能な範囲で
積立を行っている。
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２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

科 目

合 計

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

科 目

合 計

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科 目

合 計 17,648,378 15,473,656 2,174,722

車両運搬具 4,314,628 4,314,624 4

什器備品 11,752,432 9,577,716 2,174,716

(単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 1,581,318 1,581,316 2

小計 10,430,228 0 0 10,430,228

40,430,228 0 30,000,000 10,430,228

特定資産

退職給付引当資産 10,430,228 0 0 10,430,228

普通預金 10,000,000 0 10,000,000 0

小計 30,000,000 0 30,000,000 0

基本財産

定期預金 20,000,000 0 20,000,000 0

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

小計 10,235,112 195,116 0 10,430,228

40,235,112 195,116 0 40,430,228

特定資産

退職給付引当資産 10,235,112 195,116 0 10,430,228

普通預金 10,000,000 0 0 10,000,000

小計 30,000,000 0 0 30,000,000

基本財産

定期預金 20,000,000 0 0 20,000,000

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
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５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

(単位：円）

１．記載事項について特定資産の明細

2．引当金の明細

科 目

合 計

退職給付引当金 18,327,390 195,019 0 18,522,409

18,327,390 195,019 0 18,522,409

付 属 明 細 書

　特定資産の明細は、財務諸表の注記に記載している。

(単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

合　　　計 0 10,460,000 10,460,000 0

助成金

0 一般正味財産

文化ｽﾎﾟｰﾂ財団法
人運営補助金

甲賀市 0 9,960,000 9,960,000 0 一般正味財産

補助金

10耐ﾏﾗｿﾝ補助金 甲賀市 0 500,000 500,000

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分
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